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環
境
対
策
を
重
点
的
に

第
三
次
行
政
改
革
大
綱
ま
と
ま
る

　

市
は
こ
の
ほ
ど
「
第
三
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
や
長
引
く
経
済
不
況
の
中
で
、
地
方
分

権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
、
行
政
自
ら

の
責
任
に
お
い
て
目
指
し
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
犬
綱
で
は
、
I
S
O
I
I
4
0
0
「
I
」
の
認
証
取
得
や
環
境
基
本
計
画
、
に
靭

定
な
芦
一 心
1
1
一
この
取
り
組
み
が
新
し
く
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

基
本
方
針

　

社
会
経
済
の
情
勢
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
、
地
力
分
権
の
推
進

も
実
施
段
階
に
入
り
、
地
方
自
治

の
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
引
く
経

済
不
況
で
市
の
行
財
政
は
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
肖
巾
の
基

本
目
標
で
あ
る
「
力
強
く
・
や
さ

し
く
・
見
し
い
人
野
」
実
現
の
た

め
に
、
行
政
が
自
ら
の
責
任
で
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
・
弾

力
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
体
質

を
強
化
し
、
市
民
福
4
の
向
L
と

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ず
成
L
年
ト
ー
川

策
定
の
「
第
1
次
人
野
巾
行
政
改

革
人
綱
」
の
推
進
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
巾
民
参
加
の
も
と
で
検

討
を
加
え
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
シ
ス
テ
ム
の
確
‥
吠
を
目
指
し
、

「
第
。
。
。
次
人
野
巾
行
政
改
債
ま
人
綱
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

推
進
に
際
し
て
は
、
巾
民
代
八

に
よ
る
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の

意
見
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
市

議
会
と
連
携
を
保
ち
な
が
ら
全
庁

体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

状
況
は
そ
の
陥
度
、
推
進
委
員
会

に
報
告
し
助
。
一
［
を
得
る
と
と
も

に
、
巾
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
て

い
き
ま
す
。
実
施
期
間
は
、
平
成

十
一
年
度
か
ら
十
三
年
度
ま
で
の

ご
一
年
間
で
す
。

「
事
務
事
業
の
見
直
し

①
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化

　

自
己
点
検
を
強
化
し
、
行
政
効

率
・
効
果
な
ど
を
吟
味
し
な
が
ら

乍
務
占
尹
業
の
整
理
〈
口
理
化
を
図

り
、
補
助
金
な
ど
の
適
正
化
に
努

め
ま
す
。

ｔ
申
請
手
続
き
の
簡
素
効
率
化

　

許
認
可
の
I
務
r
続
き
を
簡
素

化
し
、
処
理
‐
数
の
短
縮
を
図
り

ま
す
。

ｙ
事
務
事
業
の
委
託
化
推
進

　

よ
り
効
率
的
な
迦
営
が
図
ら
れ

る
I
務
心
P
裳
は
、
計
画
的
に
委
託

化
し
ま
す
。

4
｀
各
種
団
体
の
自
主
運
営
促
進

　

各
種
団
体
が
自
主
運
営
で
き
る

よ
う
総
合
的
な
育
成
に
努
め
ま
す
。

組
織
・
機
構
の
見
直
し

①
行
政
機
構
の
見
直
し

　

部
制
の
利
点
を
生
か
し
、
時
代

に
合
っ
た
機
能
と
な
る
よ
う
に
組

織
。
機
構
を
見
直
し
ま
す
。

②
各
種
審
議
会
な
ど
の
見
直
し

　

各
種
審
議
会
な
ど
の
整
理
統
合

や
委
員
定
数
の
適
正
化
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
女
性
委
員
の
登
川
を

増
や
し
、
公
募
制
も
拡
充
し
ま
す
。

③
保
育
所
、
幼
稚
園
の
統
廃
合
と

民
営
化
の
推
進

　

入
園
者
の
動
向
を
的
確
に
把
握

し
て
、
公
立
保
育
所
・
幼
稚
園
の

施
設
比
ハ
有
化
や
統
廃
合
を
進
め
る

と
と
も
に
、
民
間
委
託
や
民
営
化

へ
の
移
行
を
検
討
し
ま
す
。

④
公
共
施
設
管
理
公
社
の
効
率
的

運
営

　

適
正
な
人
的
配
置
や
適
切
な
管

理
委
託
な
ど
、
公
圧
ハ
施
設
管
理
公

社
の
効
率
的
な
運
営
に
努
め
、
施

設
利
川
片
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス

の
向
h
を
図
り
ま
す
。

一
定
員
管
理
の
適
正
化
と

λ
材
の
育
成
・
確
保
’
¨

①
定
員
管
理
の
適
正
化

　

増
‥
□
を
極
力
抑
制
し
な
が
ら
、

I
務
丿
裳
の
見
直
し
や
職
‥
μ
の
配

限
に
よ
っ
て
、
定
‥
□
竹
理
の
適
ぶ



化
に
努
め
ま
す
。

②
新
た
な
定
員
適
正
化
計
画
策
定

　

新
規
の
行
政
需
要
に
よ
る
事
務

の
増
加
を
考
え
〈
［
わ
せ
な
が
ら
、

平
成
ト
L
年
度
を
目
標
に
新
た
な

定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

③
人
材
育
成
の
推
進

　

職
員
の
能
力
開
発
を
効
果
的
に

進
め
る
た
め
、
人
材
育
成
に
関
す

る
基
本
方
針
を
策
定
し
、
多
様
な

研
修
機
会
の
提
供
や
研
修
内
容
の

充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
複
合

専
門
型
職
員
の
育
成
も
図
り
ま
す
。

④
多
様
な
人
材
の
確
保

　

社
会
人
採
用
制
度
の
充
実
や
県

と
の
人
事
交
流
を
推
進
し
、
姉
妹

都
市
な
ど
他
の
地
方
公
共
団
体
と

の
交
流
も
検
討
し
ま
す
。

行
政
の
情
報
化
な
ど
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
L

①
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
情
報
共
有
化
の
推
進

　

庁
内
L
A
N
を
利
用
し
た
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
で
、
迅
速
な
情
報

の
伝
達
を
図
る
と
と
も
に
、
デ
ー

タ
の
共
有
化
・
有
効
利
用
に
よ
る

事
務
の
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

②
地
域
情
報
化
の
推
進

　

市
全
体
の
地
域
情
報
化
施
策
の

基
本
と
な
る
地
域
情
報
化
計
画
を

策
定
し
、
市
民
福
祉
や
生
活
の
利

便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
の
整
備
と
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
も
図
り
ま
す
。

・
公
正
の
確
保
と

透
明
性
の
向
上

①
情
報
公
開
の
推
進

　

文
書
目
録
や
検
索
シ
ス
テ
ム
の

整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政

資
料
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
利
用

し
や
す
い
制
度
に
し
ま
す
。

②
公
共
工
事
な
ど
の
適
正
な
施
行

　

公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
に
関
す

る
行
動
計
画
を
策
定
し
、
コ
ス
ト

の
縮
減
を
図
り
ま
す
。
入
札
・
契

約
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
公
共
工

事
の
ほ
か
物
品
購
入
や
業
務
委
託

に
つ
い
て
も
、
よ
り
透
明
性
や
公

平
性
、
競
争
性
の
高
い
も
の
に
す

る
よ
う
検
討
を
行
い
ま
す
。

効
率
的
な
行
政
運
営
と

財
政
の
健
全
化
Ｌ

①
決
裁
権
限
の
見
直
し
に
よ
る
効

率
的
な
事
務
処
理

　

決
裁
規
程
を
見
直
し
、
効
率
的

で
迅
速
な
事
務
処
理
を
図
る
と
と

も
に
、
責
任
の
所
在
の
明
確
化
と

部
・
課
の
機
能
強
化
に
努
め
ま
す
。

僕
財
政
の
健
全
化

　

事
務
事
業
全
般
の
費
用
と
そ
の

効
果
を
吟
味
し
て
、
整
理
・
統
合

や
縮
小
を
図
り
、
経
費
の
節
減
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
市
税
な
ど
の

徴
収
率
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
分
担
金
・
負
担
金
な
ど
に
つ

い
て
も
受
益
者
負
担
の
原
則
を
基

本
と
し
て
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

③
公
共
施
設
使
用
料
金
の
適
正
化

　

施
設
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
と
施
設
運
営
の
効
率
化
に
配
慮

し
な
が
ら
、
応
益
の
原
則
に
坊
づ

き
使
用
料
金
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。
〈
口
わ
せ
て
減
免
規
則
な
ど
の

見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

L
広
域
行
政
の
推
進

①
広
域
共
同
処
理
事
務
の
拡
充

　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
の
現
行
事
務
に
加
え
、
介

護
保
険
制
度
施
行
に
伴
う
事
務
や

一
般
廃
棄
物
処
理
事
務
な
ど
、
共

同
処
理
す
る
こ
と
が
効
果
的
な
事

務
に
つ
い
て
、
関
係
市
村
と
協
議

し
広
域
的
処
理
に
努
め
ま
す
。
消

防
事
務
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
広

域
化
を
目
指
し
検
討
を
進
め
ま
す
。

環
境
の
保
全
と
創
造

①
環
境
基
本
計
画
の
策
定

　

大
野
市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ

い
た
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
進
め
ま
す

②
I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
取

　

得

　

I
S
0
1
4
0
0
1
の
認
証
取

得
に
よ
る
環
境
了
不
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
て
環
境
負
荷
の

軽
減
を
図
り
、
職
員
の
意
識
改
革

と
目
標
に
よ
る
管
理
を
進
め
ま
す
。

現
在
策
定
中
で
す
環
境
基
本
計
画

　

平
成
十
・
十
一
年
度
に
、
市
で

は
「
大
野
市
環
境
基
本
計
画
」
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
基
本
計
画
は
、
第
三
次
大
野
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
や
第
三

次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
に
も
、

重
要
施
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
現
在
の
策
定
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
策
定

　

昭
和
四
十
九
年
に
大
野
市
環
境

保
全
条
例
が
制
定
さ
れ
、
環
境
保

全
に
関
す
る
多
く
の
施
策
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の

多
様
化
し
て
い
る
環
境
問
題
へ
の

対
応
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
規
制
を

中
心
と
し
た
条
例
だ
け
で
は
難
し

く
な
り
平
成
十
年
三
月
、
新
し
く

大
野
市
環
境
基
本
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。
こ
の
条
例
で
は
、
良
好

で
快
適
な
環
境
を
保
ち
、
環
境
に

や
さ
し
い
大
野
を
つ
く
る
た
め
、

市
は
市
民
の
意
見
を
十
分
に
取
り

入
れ
た
環
境
基
本
計
画
を
定

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
識
調
査

　

こ
の
ほ
ど
、
環
境
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
市
民
千
人
に
郵
送

方
式
で
調
査
依
頼
を
行
い
、

六
百
七
十
二
人
か
ら
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
回
答
の
内
容

か
ら
、
皆
さ
ん
の
環
境
に
対

す
る
意
識
が
と
て
も
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
環
境
の

た
め
に
日
ご
ろ
か
ら
心
掛
け
て
い

る
こ
と
や
関
心
が
あ
る
こ
と
、
市

に
進
め
て
ほ
し
い
対
策
な
ど
に
つ

い
て
意
識
調
査
を
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
当
市
の
環
境
で
は
「
地

下
水
が
一
番
大
切
で
あ
る
」
と
回

答
さ
れ
た
人
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
に
進
め
て
ほ

し
い
対
策
も
「
地
下
水
対
策
を
望

む
」
と
い
う
人
が
一
番
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
三
月
策
定
予
定

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
反
映
さ

せ
、
平
成
十
二
年
三
月
に
環
境
基

本
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

市
民
提
案
箱
「
や
ま
び
こ
」
な

ど
を
利
用
し
て
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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都
市
景
観
条
例
を
制
定

　
　

「
大
野
の
ま
ち
」
は
、
市
民
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
共
有
の
財
産
で
す
。
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
大
野
の
ま
ち
」
を
よ
り
美
し
く
、
魅
力
あ
る

ま
ち
に
し
て
い
こ
う
と
、
「
大
野
市
都
市
景
観
条
例
」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
市
の
全
域
を
対
象
に

し
て
、
大
野
ら
し
い
優
れ
た
景
観
の
保
全
と
育
成
、
創
造

に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
鼻
的

　

市
民
が
誇
り
を
持
っ
て
住
め
る

よ
う
な
魅
力
が
あ
り
、
個
性
豊
か

で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
・
二
月
の
定
例
議

会
で
吋
決
さ
れ
四
月
。
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

内
暴
容

　

当
市
の
都
市
景
観
の
形
成
（
大

野
ら
し
い
優
れ
た
景
観
の
保
令
と

育
成
、
創
造
）
に
関
し
て
必
要
な

嘔
項
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
の
責
務

　

市
は
、
市
民
や
事
業
者
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
な
が

ら
、
総
八
目
的
な
施
策
を
策
定
、
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
・
事
業
者
の
責
務

　

巾
民
が
れ
と
な
り
、
屁
い
に
協

力
し
な
が
ら
、
良
好
な
部
巾
景
観

の
形
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
事

業
者
が
事
業
を
実
施
す
る
と
き

は
、
積
極
的
に
協
力
し
て
く
だ
さ

し都
市
景
観
重
要
建
築
物
な
ど

　

都
巾
景
観
の
形
成
L
、
重
要
な

価
値
が
あ
る
よ
う
な
建
築
物
や
樹

木
、
ま
た
は
こ
れ
ら
が
複
合
す
る

場
所
を
、
所
有
者
の
同
意
を
得
な

が
ら
、
都
市
景
観
重
要
建
築
物
と

し
て
指
定
し
ま
す
。

都
市
景
観
形
成
地
区

　

重
点
的
に
都
市
景
観
の
形
成
が

必
要
な
地
区
を
、
都
市
景
観
形
成

地
区
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

①
歴
史
的
な
雰
囲
気
が
あ
り
良

　

好
な
景
観
を
形
成
す
る
地
区

②
公
園
や
緑
地
を
中
心
と
し
て

　

良
好
な
景
観
を
形
成
す
る
地
区

③
住
宅
や
商
業
施
設
な
ど
が
。

　

体
と
な
っ
て
良
好
な
景
観
を
形

　

成
す
る
地
区

④
集
落
が
自
然
景
観
と
一
体
と

　

な
っ
て
良
好
な
景
観
を
形
成
す

　

る
地
区

⑤
道
路
や
水
辺
に
沿
っ
て
良
好

　

な
景
観
を
形
成
す
る
地
区

⑥
郎
巾
景
観
の
形
成
の
た
め
に

　

計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
必
要

　

が
あ
る
地
区

都
市
景
観
形
成
地
点

　

拠
点
的
に
都
巾
景
観
の
形
成
が

必
要
な
地
点
を
、
部
巾
景
観
形
成

地
点
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

①
々
J
‥
勝
や
史
跡
、
観
光
資
源
な

　

ど
を
中
心
と
し
た
良
好
な
景
観

　

を
有
す
る
地
点

②
湧
水
池
を
中
心
と
し
た
良
好

　

な
景
観
を
有
す
る
地
点

③
都
市
景
観
重
要
建
築
物
な
ど

　

を
中
心
と
す
る
良
好
な
景
観
を

　

有
す
る
地
点

大
規
模
行
為

　

都
市
景
観
の
形
成
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
、
大
規
模
な

建
築
物
・
工
作
物
の
新
築
な
ど
や

広
告
物
の
表
示
、
土
地
の
変
更
な

ど
の
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
内
容
を
市

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
大
規
模
行
為
の
届
け
出

は
千
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

都
市
景
観
形
成
市
民
団
体

　

都
市
景
観
の
形
成
を
目
的
に
、

一
定
の
区
域
内
で
活
動
す
る
市
民

団
体
で
、
定
め
ら
れ
た
用
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、
都
市
景
観
形
成

市
民
団
体
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

表
彰
及
び
助
成

　

平
成
九
年
十
二
月
に
実
施
さ
れ

た
「
大
野
市
景
観
賞
」
を
、
今
後

も
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、

都
市
景
観
の
形
成
に
努
め
る
個
人

や
団
体
に
、
経
費
の
一
部
を
助
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

Ｓ
後
の
取
り
縮
み
に
期
待

　
　

「
大
野
市
都
市
景
観
条
例
」
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
民

と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分

担
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
で
、

ゴ
ミ
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
、
美
し

い
水
の
流
れ
る
都
市
づ
く
り
、
四

季
が
感
じ
と
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、

美
し
い
町
並
み
や
道
づ
く
り
、
美

し
い
山
並
み
や
田
園
景
観
の
保
持

な
ど
、
よ
り
美
し
い
大
野
の
実
現

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

4日が5保育料を改定

　

園児1人当たり月額平均655円引き下げ

　

市は、3月24日に開かれた市保育料徴収

基準審議会の答申に基づき、4月1日から

保育料を平均2．77％引き下げました。平均

の月額保育料は園児1人当たり655円減額

し、22，918円になります。

　

これまで保育料の階層認定を行うための

算定基礎となる課税額については、祖父母

が家計の中心の場合、祖父母の課税額も加

算されていましたが、父母のみの課税額を

算定基礎として階層認定を行うことになり

ました。また、保育料を徴収するための所

得階層区分も、11階層から9階層に減らし、

さらに保育料の適正化を図りました。

　

国の基準を上回る保育料の軽減措置は、

継続して行われます。

問い合わせ先市役所福祉課児童福祉係

　　　　　　

（豊66・1111内線474）



4月から市役所の機構を一部改革

課
・
室
を
統
合
し
、
事
務
の
効
率
化
図
る

　

四
月
か
ら
市
役
所
の
機
構
が
一
部
改
革
さ
れ
、
次
の
組
織
機

構
図
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
革
は
、
事
務
の
効
率
化
と
当

面
す
る
事
務
事
業
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
実
務
体
制
の
強
化

を
ポ
イ
ン
ト
に
、
上
水
道
課
と
下
水
道
課
が
統
合
さ
れ
水
道
課

に
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
統
合
さ
れ
清
掃

管
理
室
に
な
っ
た
ほ
か
、
一
係
の
新
設
と
四
係
の
廃
止
、
一
部

の
課
・
室
・
係
名
称
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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市
は
四
月
－
日
付
で
、
総
数
二
百
人
の
人
事
異
動
を
発
令
し

ま
し
た
。
内
訳
は
部
長
級
五
人
、
課
長
級
十
八
人
、
課
長
補
佐

級
二
十
五
人
、
係
長
級
三
十
六
人
、
主
査
級
十
七
人
、
一
般
職

四
十
三
人
、
業
務
職
四
十
人
、
新
採
用
は
十
四
人
で
す
。

部
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
長
兼
市

長
公
室
長
・
石
倉
善
一
▼
市
民
福

祉
部
長
・
小
池
好
孝
▼
産
業
経
済

部
長
・
川
端
正
毅
▼
建
設
部
長
・

川
田
光
男

【
議
会
事
務
局
】
▼
事
務
局
長
・

前
田
紀
男

課
長
級
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－

「
市
長
部
局
」
▼
市
長
公
室
▽
秘

書
広
報
課
長
●
嶋
田
喜
雄
▼
総
務

部
▽
総
務
課
長
・
大
政
原
勝
一
▽

検
査
監
理
室
長
・
安
岡
庄
助
▽
財

政
課
長
・
広
瀬
円
信
▽
税
務
課

長
．
上
松
博
道
▼
市
民
福
祉
部
▽

清
掃
管
理
室
長
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所

長
・
羽
生
達
夫
▽
保
健
衛
生
課
長

兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
・
岸
山
厚

▽
福
祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所
長
・

阪
井
康
雄
▼
産
業
経
済
部
▽
林
務

課
長
・
宮
西
弘
司
▽
商
工
観
光
課

長
兼
産
業
文
化
展
示
館
長
・
山
内

武
雄
▼
建
設
部
▽
都
市
整
備
課

長
・
下
河
育
太
▽
中
部
縦
貫
道
推

進
課
長
・
前
幸
雄
▽
水
道
課
長
・

長
瀬
哲
也

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▽
事
務
局

長
・
指
岡
勲

【
教
育
委
員
会
】
▽
社
会
教
育
課

長
兼
文
化
振
興
室
長
兼
文
化
会
館

長
・
谷
脇
一
治
▽
ス
ポ
ー
ツ
課
長

兼
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
．

山
下
与
兵
衛
▽
大
野
公
民
館
長
・

飯
山
靖
二
▽
小
山
公
民
館
長
．
篠

原
孝
康課

長
補
佐
級

【
市
長
部
局
】
▼
市
長
公
室
▽
秘

書
広
報
課
課
長
補
佐
・
西
比
佐
子

▽
総
合
政
策
課
課
長
補
佐
・
江
波

庄
進
▼
総
務
部
▽
検
査
監
理
室
次

長
・
嶋
田
康
博
▽
財
政
課
課
長
補

佐
・
宮
下
真
一
▽
税
務
課
課
長
補

佐
（
市
民
税
・
収
税
担
当
）
・
滓

田
み
ち
代
▽
税
務
課
課
長
補
佐

（
資
産
税
担
当
）
・
石
田
喜
子
▼

市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
課
長
補

佐
・
伊
藤
安
世
▽
生
活
環
境
課
課

長
補
佐
・
長
谷
川
幸
雄
▽
清
掃
管

理
室
次
長
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

次
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
次
長
・
松

田
安
雄
▽
福
祉
課
課
長
補
佐
・
福

田
敏
子
▽
福
祉
課
課
長
補
佐
（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
担
当
）
・
加
藤

郁
子
▽
高
齢
者
福
祉
室
次
長
・
羽

田
年
也
▽
指
導
保
育
士
（
北
部
・

春
日
・
荒
島
保
育
園
担
当
）
・
松

田
春
野
▽
指
導
保
育
士
（
あ
か

ね
・
義
景
・
六
呂
師
保
育
園
担

当
）
・
永
野
サ
エ
▼
産
業
経
済
部

▽
農
務
課
課
長
補
佐
・
斉
藤
信
夫

▽
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
・
広
瀬

吉
隆
▼
建
設
部
▽
都
市
整
備
課
課

長
補
佐
・
松
田
輝
治
▽
中
部
縦
貫

道
推
進
課
課
長
補
佐
・
寺
西
重
朗

▽
水
道
課
課
長
補
佐
・
堂
下
義
治

▼
大
野
市
公
共
施
設
管
理
公
社
へ

派
遣
・
島
田
博
明

「
農
業
委
員
会
事
務
局
」
▽
事
務

局
次
長
・
四
方
一
人

【
教
育
委
員
会
】
▽
庶
務
課
課
長

補
佐
・
島
田
健
一
▽
学
校
教
育
課

課
長
補
佐
●
石
塚
多
鶴
子
▽
文
化

振
興
室
次
長
・
平
瀬
照
夫
▽
大
野

市
立
幼
稚
園
園
長
・
天
立
悦
子
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係
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
市
長
公
室
▽
秘

書
広
報
課
広
報
広
聴
係
長
・
小
林

育
子
▽
総
合
政
策
課
企
画
調
整
係

長
（
企
画
担
当
）
・
篠
田
守
一
▽

同
課
企
画
調
整
係
長
（
調
整
担

当
）
・
斉
藤
嘉
代
▼
総
務
部
▽
総

務
課
行
政
係
長
・
清
水
啓
司
▼
市

民
福
祉
部
▽
市
民
課
国
保
係
・
松

田
つ
や
子
▽
生
活
環
境
課
環
境
保

全
係
長
．
岸
田
尚
悟
▽
清
掃
管
理

室
清
掃
係
長
・
山
村
英
幸
▽
同
室

浄
化
処
理
係
長
・
大
久
保
雅
章
▽

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
長
・
松

本
邦
章
▽
福
祉
課
社
会
福
祉
係

長
・
寺
本
広
子
▽
同
課
児
童
福
祉

係
長
・
国
枝
勢
津
子
▽
高
齢
者
福

祉
室
高
齢
者
福
祉
係
長
・
川
端
秀

和
▽
同
室
介
護
保
険
係
長
・
小
倉

敬
一
▽
春
日
保
育
園
長
・
小
池
利

恵
子
▽
六
呂
師
保
育
園
長
・
清
水

真
寿
美
▼
産
業
経
済
部
▽
商
工
観

光
課
商
工
労
政
係
長
・
宮
越
剛
生

▽
同
課
観
光
係
長
・
田
中
雄
一
郎

▼
建
設
部
▽
建
設
課
管
理
係
長
・

臼
井
一
▽
同
課
道
路
係
長
・
佐
々

木
巌
▽
都
市
整
備
課
計
画
開
発
係

長
．
朝
日
俊
雄
▽
同
課
景
観
建
築

係
長
・
米
津
源
一
▽
中
部
縦
貫
道

推
進
課
中
部
縦
貫
道
推
進
係
長
・

畑
中
六
太
郎
▽
水
道
課
庶
務
係

長
・
松
山
禎
子
▽
同
課
上
水
係

長
・
佐
子
重
夫
▽
同
課
下
水
係

長
・
南
和
弘

▼
福
井
県
へ
派
遣
・
加
藤
正
幸

▼
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
へ
派
遣
・
宮
原
章
一

【
議
会
事
務
局
】
▽
議
事
調
査
係

長
・
山
村
正
人

「
教
育
委
員
会
」
▽
社
会
教
育
課

社
会
教
育
係
長
・
井
川
鋭
子
▽
ス

ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係
長
・
大
倉

美
代
子
▽
小
山
幼
稚
園
教
頭
．
安

川
照
子
▽
上
庄
幼
稚
園
教
頭
・
安

川
砂
代
子
▽
阪
谷
幼
稚
園
教
頭
・

西
森
英
子
▽
下
庄
公
民
館
長
・
川

端
雅
夫
▽
乾
側
公
民
館
長
・
清
水

清
隆
▽
上
庄
公
民
館
長
・
東
方
嘉

浩

嘱
託
員
（
新
任
）

【
市
長
部
局
】
▼
産
業
経
済
部
▽

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
・

大
倉
清
左
ヱ
門

【
教
育
委
員
会
】
▽
学
校
教
育
課

長
・
中
森
繁
夫
▽
図
書
館
長
・
斎

藤
勝
義

退
職
者
（
3
月
3
1
日
付
）

二
般
職
】
▽
高
柳
和
夫
（
市
長

公
室
長
）
▽
井
ノ
部
寛
之
（
総
務

部
長
）
▽
羽
生
悦
夫
（
市
民
福
祉

部
長
）
▽
北
山
孝
雄
（
建
設
部
長
）

▽
堂
本
さ
だ
子
（
秘
書
広
報
課
長
）

▽
加
藤
務
（
税
務
課
長
）
▽
加
藤

勲
（
保
健
衛
生
課
長
）
▽
大
倉
清

左
ヱ
門
（
林
務
課
長
）
▽
広
瀬
生

実
（
上
水
道
課
長
）
▽
楠
新
一
郎

（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
▽
斉
藤

幸
雄
（
社
会
教
育
課
長
）
▽
水
上

多
水
枝
（
税
務
課
課
長
補
佐
）
▽

山
村
郁
子
（
生
活
環
境
課
課
長
補

佐
）
▽
布
川
和
子
（
福
祉
課
課
長

補
佐
）
▽
笠
松
久
恵
（
指
導
保
母
）

▽
山
本
文
子
（
上
庄
幼
稚
園
教
頭
）

新採用職員’に辞令交付



1
・
・
’
1
‘
・
‐
。
に
二

知
1
に
票
Ⅲ
R
m
‥
選

山
m
・
山
岸
氏
か
県
議
に
初
当
選

　

四
月
十
一
目
、
任
期
満
了
に
伴

う
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
知
事
に
は
栗
田

幸
雄
氏
（
無
所
属
・
6
9
歳
）
が
再

選
、
大
野
市
・
大
野
郡
選
挙
区
の

県
議
会
議
員
に
は
、
山
田
庄
司
氏

（
無
所
属
・
6
2
歳
）
と
山
岸
猛
夫

氏
（
無
所
属
・
5
1
歳
）
が
共
に
初

当
選
し
ま
し
た
。

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
や
激
戦
を

反
映
し
、
知
事
選
、
県
議
選
と
も

前
回
よ
り
投
票
率
を
伸
ば
し
ま
し

た
。
知
事
選
の
投
票
率
は
、
前
回

よ
り
三
・
一
一
ポ
イ
ン
ト
上
回

り
、
八
十
四
・
八
〇
％
と
な
り
、

県
議
選
の
投
票
率
は
、
前
回
よ
り

三
・
〇
六
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
八

四
・
七
七
％
と
な
り
ま
し
た
。

新監査委員に畑中市議
人権擁護委員候補者には多田氏

　

3月定例議会最終日に、任期満

了に伴う監査委員（任期4年）の

選任と人権擁護委員候補者（任期

3年）の推薦が行われ、次のとお

り選任されました。

監査委員

　

畑中章男市議（49歳・糸魚町）

　

（監査委員は、識見を有する者お

よび議会の議員から選任され、行

政の監査を行います）

人権擁護委員候補者

多田正則氏（66歳・伏石）再任

　

（人権擁護委員は、人権問題につ

いての相談や助言を行います）

選挙の記録 候補者別の得票数

○当日の有権者数　

男14．823人女16，694人　　　

計31．517人　　

〔知事選挙〕

○投票音数と投票率　

男12，503人（84．35％）　

女14，224人（85．20％）　

計26，727人（84．80％）

○有効投票26．359票

○無効投票367票

○その他1票　　

〔県議会議員選挙〕

○投票者数と投票率　

男12．495人（84．29％）　

女14，221人（85．19％）　

計26，716人（84．77％）

○有効投票26，371票

○無効投票345票

○その他O票

【知事】　

当選栗田幸雄267，551票　　　　　
（大野市15，592票）　　　　
山本拓138，575票　　　　　

（117，161票）　　　　
高木文堂57，386票　　　　　
（112，782票）　　　　
北出芳久18，935票　　　　　
（z1824票）

【県議会議員】　
当選山田庄司7，904票　　　　　

大野市7，661票　　　　　
和泉村243票　

当選山岸猛夫7，072票　　　　　
大野市6，852票　　　　　
和泉村220票　　　　
桑森直道6，061票　　　　　
大野市6，002票　　　　　
和泉村59票　　　　
西川文人5，889票　　　　　
大野市5，856票　　　　　
和泉村33票

エキサイティング

スポーツ

情7×7報

飯
降
山
登
山
参
加
者
募
笙

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

日
時
6
月
5
日
①
午
後
4
時
市

　

役
所
前
集
合
、
午
後
9
時
ご
ろ

　

帰
着
（
雨
天
中
止
）

会
費
2
0
0
円
（
保
険
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
L
O
O
O
＾
）

各
種
大
会
参
加
者
募
笙

各
競
技
団
体

◆
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時
5
月
1
6
日
⑨
（
シ
ン
グ
ル

　

ス
）
・
3
0
日
⑥
（
ダ
ブ
ル
ス
）

　

午
前
8
時
3
0
分
～

会
場
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

参
加
資
格
市
民
ま
た
は
市
内
の

　

事
業
所
に
勤
務
す
る
人

種
目
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス
、
男

　

女
別
ダ
ブ
ル
ス

参
加
料
シ
ン
グ
ル
ス
＝
1
5
0

　

0
円
、
ダ
ブ
ル
ス
＝
3
0
0
0

　

円
（
I
組
）
、
当
日
持
参

締
切
日
5
月
7
日
②
（
ジ
ン
ク

　

ル
ス
）
・
2
1
日
毎
（
ダ
ブ
ル
ス
）

申
し
込
み
方
法
郵
送
ま
た
は
フ

　

ァ
ク
ス
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

テ
ニ
ス
協
会
酒
井
惧
二
さ
ん

　
　

（
酒
井
商
事
春
日
給
油
所
内
春

　

日
3
－
4
－
4
豊
6
6
・
3
2
1

　

2
フ
ァ
ク
ス
5
5
・
6
1
5
2
）

◆
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
5
月
1
6
日
⑧
午
前
8
時
～

会
場
市
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

参
加
資
格
市
民

参
加
料
I
チ
ー
ム
3
0
0
0
円

締
切
日
5
月
7
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

　

長
谷
川
正
則
さ
ん
（
豊
6
6
・
5

　

2
2
5
）

・
＜
R
u
i
K
i
s
：
－
t
：
＞
＾
f
f
i
r
T
？
＋
；
＾
P

日
時
6
月
1
2
日
①
・
2
0
日
口
午

　

前
8
時
～

会
場
真
名
川
憩
い
の
島

参
加
資
格
平
成
H
年
度
県
野
球

　

連
盟
に
登
録
さ
れ
た
チ
ー
ム

参
加
料
I
チ
ー
ム
8
0
0
0
円

代
表
者
会
議
6
月
7
日
⑥
午
泌

　

7
時
3
0
分
～
（
市
エ
キ
サ
イ
ト

　

広
場
）

申
し
込
み
方
法
代
表
者
会
議
の

　

時
に
参
加
料
を
納
入

問
い
合
わ
せ
先
市
軟
式
野
球
凛

　

盟
事
務
局
米
沢
秀
夫
さ
ん

　
　

（
豊
6
5
・
7
4
5
4
）
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啓搬

母子保健

子
は
親
の
宝
、
社
会
の
宝

～
ま
ず
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
～

　

大
野
市
で
は
平
成
六
年
に
年
間
の
出
生
数
が
三
百
四
十

三
人
、
死
亡
者
数
が
三
百
五
十
六
人
に
な
り
、
こ
れ
以
来

数
字
の
逆
転
が
始
ま
り
、
出
生
数
の
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
月
は
、
母
親
と
子
供
の
疾
病
の
予
防
と
早
期
発
見

な
ど
を
目
的
と
し
た
市
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

妊
婦
と
乳
児
の
無
料
健
診

　

市
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
に
は
、
市
民
課
の
窓
口

に
妊
婦
届
を
提
出
し
て
母
子
健
康

手
帳
を
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
手
帳
に
は
、
三
回
の
妊
婦

健
康
診
査
と
二
回
の
乳
児
健
康
診

査
を
専
門
の
医
療
機
関
で
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
券
が
付
い

て
い
ま
す
。

　

妊
婦
健
康
診
査
は
、
妊
娠
前
期

の
十
五
週
、
中
期
の
二
十
七
週
、

後
期
の
四
上
週
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ

一
回
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
上
五
歳
以
上
の
妊
婦
は
、
後
期

に
超
音
波
検
査
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
乳
児
健
康
診
査
は
、

四
～
六
ヵ
月
の
間
と
九
～
十
一
ヵ

月
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
育
児
相
談
な
ど

　

五
ヵ
月
と
八
ヵ
月
の
乳
児
を
持

つ
母
親
を
対
象
に
毎
月
二
回
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
育
児
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
身
体
計
測
や
離
乳
食

の
調
理
実
習
・
試
食
、
母
子
の
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
歳
六
ヵ
月
児
・
三
歳
児
の
健

康
診
査
は
、
毎
月
一
回
で
す
。

　

子
供
に
歯
が
生
え
だ
し
た
ら
虫

歯
を
予
防
す
る
た
め
に
歯
を
磨
く

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
フ
ッ
素
塗
布
も

有
効
に
利
川
し
て
く
だ
さ
い
。
フ

ッ
素
塗
布
は
五
歳
児
を
対
象
に
、

九
～
十
一
月
の
土
曜
日
の
午
後
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
は
、
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
・
B
C
G
接
種
・
ポ

リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
は
集
団
接
種
、

そ
の
ほ
か
は
医
療
機
関
で
個
別
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
子
育
て
支
援

　

保
健
セ
ン
タ
ー
以
外
で
も
、
小

学
校
入
学
前
ま
で
の
地
域
で
の
交

流
の
場
や
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
楽
し
い
企
画
が
あ
り
ま
す
。

　

大
野
と
五
箇
地
区
を
除
い
て
六

つ
の
地
区
に
は
愛
育
会
活
動
が
、

義
景
保
育
園
内
に
は
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
、
大
野
公
民
館
に
は

育
児
サ
ー
ク
ル
「
の
び
の
び
キ
ッ

ス
」
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
乳
幼
児
を
一
度
も
抱
く

こ
と
な
く
初
め
て
親
に
な
っ
た
と

き
、
我
が
子
を
ど
の
よ
う
に
抱
い

て
い
い
の
か
戸
惑
う
親
が
増
え
て

い
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

中
学
生
に
乳
幼
児
と
の
交
流
を
通

し
て
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
思
春
期
体
験
セ
ミ
ナ
ー

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
母
子
保
健
サ
ー
ビ

ス
や
子
育
て
支
援
活
動
を
利
用
し

て
、
母
と
子
の
丈
夫
な
体
と
豊
か

な
心
を
育
て
ま
し
よ
う
。

ちょつと気になる栄養の話

　

おやつには、あめ・チョコレート類、スナ

ック菓子、あられ・せんべい類がベスト3．

これは、昨年度に保健センターで行った1歳

6ヵ月児と3歳児健診の食事に関するアン

ケート結果です。これらはいずれも油や塩、

砂糖を多く使っていて、カロリーの高いもの

です。幼児期は「おやつ＝甘いもの」ではな

く、「おやつ＝食事の一部」として考えまし

よう。幼児期の食事は体が小さい割に必要と

する栄養量が多く、3食のほかにおやつで不

足しがちな栄養を定期的に補うことが必要で

す。量と時間を決めて、

1牛乳やチーズ、ヨーグルト（体のもとに

　

なる良質のたんぱく質・カルシウムを補う）

2せんべいやビスケット、おにぎり、ふか

　

し芋（元気に遊ぶための糖質の補給）

3手作りのもの（食品添加物の摂取を減ら

　

す）などをおやつにしましょう。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（S65・7333）



暮
ら
し
の

　

ア
芥
八
守
ス

片付吋方七求≪ゴ☆

～石油ストーブ・ファンヒーター～

　

冬
の
間
使
っ
た
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を

し
ま
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
季
節
で
す
。
こ
の
よ
う
な
暖

房
器
具
の
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
シ
ー
ズ

ン
始
め
や
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
、
し
っ
か
り
と
手
入
れ
や
点

検
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
月
は
、
上
手
な
片
付
け

方
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
そ
の
I

　

灯
油
を
全
部
抜
き
取
る

　

取
扱
説
明
書
に
従
い
、
灯
油
を

全
部
抜
き
取
り
ま
す
。
灯
油
が
残

っ
て
い
る
と
、
変
質
し
た
り
水
を

含
ん
だ
り
し
て
、
芯
が
劣
化
し
タ

ン
ク
が
さ
び
て
穴
が
あ
く
原
因
に

な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
そ
の
二

　

空
だ
き
を
す
る

　

空
だ
き
を
し
ま
す
。
空
だ
き
し

な
い
と
芯
に
タ
ー
ル
が
付
着
し
、

芯
の
上
げ
ド
げ
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
な
く
な
り
、
着
火
し
に
く
く
な

る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、

タ
ー
ル
が
付
着
し
て
芯
が
膨
ら
ん

で
い
る
と
、
消
火
ボ
タ
ン
を
押
し

て
も
火
が
消
え
な
い
こ
と
や
、
耐

震
自
動
消
火
装
置
が
作
動
し
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
そ
の
一
二

　

電
池
を
取
り
外
す

乾
電
池
を
取
り
外
し
ま
す
。
セ

ツ
ト
し
た
ま
ま
で
保
管
す
る
と
、

乾
電
池
の
消
耗
を
早
め
ま
す
。
ま

た
、
保
管
中
に
ワ
ン
タ
ッ
チ
式
点

火
装
置
に
物
が
触
れ
、
自
然
に
作

動
す
る
な
ど
で
、
火
事
の
原
囚
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
そ
の
四

　

ほ
こ
り
ゃ
ご
み
を

　
　
　
　
　
　
　

取
り
除
く

　

掃
除
機
な
ど
で
、
耐
震
自
勁
消

火
装
置
や
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
周
り

の
は
こ
り
ゃ
ご
み
を
収
り
除
き
ま

す
。ポ

イ
ン
ト
そ
の
五

　

耐
震
自
動
消
火
装
置
を

　

作
動
さ
せ
て
お
く

　

耐
震
自
動
消
火
装
置
が
正
し
く

作
動
す
る
か
確
認
し
、
作
動
し
た

状
態
に
し
て
お
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
そ
の
六

　

灯
油
は
専
用
容
器
で
保
管

抜
き
取
っ
た
灯
油
や
残
っ
て
い

る
灯
油
は
、
変
質
し

な
い
よ
う
に
保
管
す

る
こ
と
が
大
切
で

す
。
灯
油
専
用
の
ポ

り
容
器
を
利
用
し
、

し
つ
か
り
ふ
た
を
締

め
、
冷
暗
所
で
保
管

し
ま
し
よ
う
。
変
質

し
て
い
る
灯
油
を
使
う
と
、
不
完

全
燃
焼
や
点
火
不
良
、
タ
ー
ル
の

付
着
に
よ
り
操
作
に
不
都
合
が
生

じ
る
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
そ
の
t

　

し
つ
が
り
手
入
れ
、
点
膜

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
の
機
種
に
よ
っ
て
、
手
入
れ

や
点
検
の
方
法
が
違
い
ま
す
。
ト

ラ
ブ
ル
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
も
、
取
扱
説
明
書
に
従
い
、

し
っ
か
り
と
1
入
れ
や
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

消費生活に311するご聯閥珊者枯談センターへ豊66・1111木欄464｛％．ふ訓



市民⑩

ベーダ

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　

みんな真剣です
（赤十字の介護講習会）

＜るー凛登場 大野市民吹奏楽団

吹
奏
楽
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
仲
間
た
ち

　

大
野
市
民
吹
奏
楽
団
は
、
昭
和

五
十
二
年
三
月
に
市
内
の
吹
奏
楽

　

（
音
楽
）
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ

た
仲
間
が
集
ま
り
、
大
好
き
な
吹

奏
楽
を
目
一
杯
楽
し
も
う
と
そ
の

　

「
第
一
小
節
」
を
奏
で
始
め
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
・
ご
協
力
に
よ
り
平
成
八
年
に

は
二
十
周
年
記
念
演
奏
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
団
員
数
は
、
高
校
生
か

ら
吹
奏
楽
歴
4
0
数
年
の
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
4
5
名
で
、

週
二
回
大
野
市
文
化
会
館
の
ホ
ワ

イ
エ
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
に
は
、
名
水
マ

ラ
ソ
ン
や
各
種
大
会
な
ど
の
開
会

式
で
の
演
奏
の
ほ
か
、
納
涼
演
奏

会
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、

　

一
年
の
集
大
成
で
あ
る
定
期
演
奏

会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当

市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
茨
城
県
古

河
市
の
吹
奏
楽
団
と
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
と
し

た
他
楽
団
と
の
交
流
演
奏
会
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
私
た
ち
の
楽
団
は
、

地
域
に
密
着
し
た
演
奏
活

動
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
一
度
は

私
た
ち
の
演
奏
を
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の

七
月
十
日
に
は
、
一
年
半

ぶ
り
に
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト
』
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
多
く
の
人
に
好
評
い
た

だ
い
て
い
る
楽
し
い
演
奏

会
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人

に
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。
現
在
、
団
員
も

コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
是
非
一
度
見

学
に
来
て
下
さ
い
」
と
ほ
ほ
笑
む

団
長
の
野
寺
政
廣
さ
ん
。
市
民
吹

奏
楽
団
で
は
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
団
長
の
野
寺
政

廣
さ
ん
（
容
6
5
・
2
0
6
9
）
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

『
な
ぜ
、
人
は

　
　

枕
を
す
る
の
か
』

　

人
は
一
生
の
う
ち
三
分
の
一
ち

か
く
を
眠
っ
て
過
ご
す
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
眠
る
と
い
え
ば
旅
行

な
ど
で
、
枕
が
変
わ
る
と
眠
れ
な

い
の
を
経
験
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
や
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
本
の
著
者
は
、
枕
の
開
発

や
販
売
促
進
に
十
年
来
従
事
し
、

全
国
各
地
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

通
じ
て
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、

独
自
の
枕
理
論
を
構
築
し
た
人
で

す
。

　

こ
の
本

に
は
、
各

地
で
の
相

談
事
例
や

著
者
独
自

の
枕
理
論

が
わ
か
り

や
す
く
述

べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

枕
理
論
を
簡
単
に
一
言
で
言
い

表
す
と
、
枕
の
良
し
悪
し
を
決
め

る
キ
イ
ワ
ー
ド
は
「
高
さ
」
で
、

首
の
骨
で
あ
る
頚
椎
の
カ
ー
ブ
の

深
さ
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

枕
の
高
さ
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

枕
は
、
眠
る
た
め
の
道
具
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
気
持
の
良
い
眠
り

を
得
る
た
め
に
使
う
必
需
品
で

す
。
私
た
ち
が
何
気
な
く
寝
転
ぶ

と
き
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
に
頭
の

後
ろ
に
手
を
組
ん
で
、
そ
こ
に
頭

を
の
せ
る
格
好
を
し
ま
す
。
本
能

的
に
頭
を
保
護
し
て
い
る
の
で

す
。

　

快
眠
は
快
食
、
快
便
と
と
も
に
、

健
康
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
、
昔

か
ら
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
分
に
合
っ
た
枕
で
眠
る
と

き
、
気
持
ち
の
よ
い
目
覚
め
が
ま

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　

『なぜ、人は

　　　　

枕をするのか』

加藤勝也著立風書房
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私毛，ベr＾cこ，y

大
野
を
よ
り
潤
い
の
あ
る
街
に

　

今
回
は
、
昨
年
募
集
し
た
「
市

長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
中
か
ら

の
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。
私
は
大
野
に
生

ま
れ
、
十
八
歳
ま
で
大
野
で
育
ち

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
子
ど

も
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
田
舎
の

大
野
の
こ
と
を
あ
ま
り
好
き
に
は

な
れ
ず
、
都
会
の
暮
ら
し
に
あ
こ

が
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
学
進
学
と
な
り
大

野
を
離
れ
て
暮
ら
す
と
、
初
め
て

そ
の
（
大
野
）
よ
さ
に
気
が
付
き

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
親
の
あ
り
が

た
さ
も
含
め
て
で
す
が
…
。

　

近
く
に
い
る
と
よ
く
見
え
ず
、

少
し
距
離
を
お
い
て
み
て
初
め
て

見
え
て
く
る
こ
と
っ
て
あ
る
の
で

す
ね
。
今
で
は
、
大
野
の
こ
と
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
京
都
と
い
わ
れ
る
萩
や
津
和
野

な
ど
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
り
過
ぎ

た
今
、
静
か
で
落
ち
着
き
の
あ
る

小
京
都
－
大
野
の
出
番
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
で
も
旅
行
者
の
気

持
ち
で
見
て
み
る
と
、
見
学
す
る

と
こ
ろ
が
少
な
く
、
中
途
半
端
な

部
分
も
感
じ
ま
す
。
確
か
に
図
書

館
の
周
辺
は
よ
く
整
備
さ
れ
、
と

て
も
気
持
ち
が
よ
い
場
所
で
す
。

　

し
か
し
、
全
体
的
に
は
、
ま
だ

ま
だ
整
備
が
足
り
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
環
境
問
題
が

盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
時

代
で
す
か
ら
、
水
関
係
、
特
に
御

清
水
付
近
は
も
っ
と
美
し
く
整
備

し
、
大
野
城
と
セ
ッ
ト
で
お
散
歩

コ
ー
ス
と
し
て
P
R
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
案
内
看
板
な
ど
は
あ

り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に

く
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

私
は
、
大
野
市
全
体
が
美
し
く
、

ご
み
が
な
く
、
気
持
ち
の
よ
い
場

所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
水
に
関
係
す
る
そ
ば
や

豆
腐
、
み
そ
の
味
を
守
る
街
、
娯

W鴎瞼

大
野
で
生
ま
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い

植
木
昭
夫
京

（
し
ト
．
歳
・
束
京
都
武
蔵
野
巾
・
水
落
町
出
身

　

植
木
さ
ん
は
、
東
大
名
誉
教
授

の
竹
内
均
さ
ん
の
実
弟
で
、
小
学

五
年
生
ま
で
大
野
で
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
日
本
有
数
の
郷
土
玩
具

（
が
ん
ぐ
）
コ
レ
ク
タ
ー
で
す
。

　

二
月
二
十
日
か
ら
三
月
二
十
八

日
ま
で
、
市
産
業
文
化
展
示
館
で

開
催
さ
れ
た
「
日
本
の
人
形
展
－

お
雛
（
ひ
な
）
さ
ま
と
金
太
郎
1
」

で
は
、
植
木
さ
ん
が
長
年
に
わ
か

り
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う

ち
、
子
ど
も
の
節
句
に
ち
な
ん
だ

お
雛
さ
ま
や
金
太
郎
な
ど
、
約
一
。

百
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

フ
ー
十
九
歳
の
と
き
、
き
ち
ん

と
し
た
趣
味
と
し
て
、
心
の
支
ｙ
ズ

と
し
て
何
か
を
集
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
や
る
か
ら
に
は
日
本
一

に
な
れ
る
も
の
、
何
を
集
め
よ
ろ

か
と
考
え
て
い
た
と
き
、
ご
」
け

し
の
本
’
に
出
会
っ
て
郷
土
玩
具

の
収
集
を
始
め
ま
し
た
。
素
朴
な

郷
土
玩
具
は
私
に
合
っ
て
い
ま
す

ね
。
私
か
大
野
人
の
気
質
を
受
け

継
い
で
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
大
野
の
人
は
、
正
直
、

勤
勉
、
感
謝
の
心
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
歳
ま
で
元
気

で
、
い
く
つ
も
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
こ
れ
た
こ
と
は
、
大
野
で
生

ま
れ
た
お
か
げ
で
す
ね
。
大
野
の

人
は
、
や
や
も
す
る
と
中
だ
け
で

固
ま
り
が
ち
で
す
が
、
排
他
的
に

な
ら
ず
、
ど
ん
ど
ん
受
け
入
れ
て

良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
本
当
に
好
き
な
大
野
で

す
か
ら
」
と
、
に
こ
や
か
に
ほ
ほ

笑
む
植
木
さ
ん
、
最
後
に
「
離
れ

居
て
夢
帰
り
来
て
夢
心
地
ふ
る

里
大
野
の
雪
積
む
山
河
」
と
大
野

へ
の
思
い
を
詠
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

楽
の
た
め
で
は
な
く
、
心
を
リ
ラ

ッ
ク
ス
さ
せ
る
た
め
に
訪
ね
た
く

な
る
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
も
願

っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
大
野
市
は
、

人
力
車
や
朝
市
な
ど
で
人
々
の
パ

ワ
ー
を
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
行
政

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
、
よ
り
潤
い

の
あ
る
街
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
女
性
の
気
持

ち
や
視
点
を
正
し
く
評
価
で
き
る

街
、
女
性
を
大
切
に
す
る
街
に
も

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
　
　

（
滋
賀
県
大
津
市

　
　
　
　
　
　
　
　

浦
谷
淳
子
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大
野

　
　
　
　

L

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
を
通

し
て
、
優
し
く
豊
か
な
心
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
心
を
身
に
付
け
ま
せ

ん
か
。
現
在
、
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

対
象
者
市
内
の
小
学
生
女
子

活
動
費
年
間
8
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
ガ

　

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大
野
第
2
2
団
悉

　

員
長
横
田
麗
子
さ
ん
（
豊
貼

　

・
3
5
1
3
）

一
大
野
道
場
開
設

日
本
呼
限
直
盟
奥
越
支
部
一

　

日
本
の
文
化
で
あ
る
将
棋
を
通

し
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
小
学
生

や
初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
、
幅

広
く
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
日
毎
週
月
曜
日
午
後
7
時

　

～
9
時
3
0
分

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

会
費
一
般
月
5
0
0
円
、
な

　

性
・
子
供
月
3
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
日

　

本
将
棋
連
盟
奥
越
支
部
代
表
者

　

廣
野
敏
樹
さ
ん
（
豊
6
6
・
4
5

　

5
6
）



恚の伝統行事

　

春になると、市内各地で古くから

伝わる伝統行事が行われます。

3月下旬から4月上句に行わわた行

事のいくつかをまとめてみました。

Kjljg；日、初缶（召；りうま・）団sまき

7水錨区に約ぶoo年前がら伝才、る伝統行事。？フ揃97V
I謝ぷ9i㈹？§縦幽ミi万机ま。だ。－

ヨポ漿言鏃lt

4月9日ヽ里幾楽（ヵ｀K゛ら）itgFyl

蕨生地区目川治時代がぶ伝栢る民俗芸能。J……7。肌恥
豊ぶまだな鱗如っ。れまLfだ。｀メi

4月20日りは二＝篠座区≒司里神楽が舞朽れまじEy

奥越地区の4JA合併

「JAテラル越前」が始動

　

4月川1、奥越地区の大野市、上庄、かつやま、

九頭竜の4JΛが合併し、（テラル越前農業協同組

合OΛテラル越前）」が発足。県内では4番日の

広域合併となり、組合員は約9700人、販売高で

は県内JΛで3位の規模になりました。

家族7F春の1日満喫

有終公園でさくらまつり

　

4月10日、HI」「第21回大野さくらまつり」のメ

ーン行事が有終公園を中心に催されました。10日は

あいにくの雨。しかし日口は天候に恵まれ、ピエロ

大道芸、ちびっこ太鼓などの野外イベントには大勢

の家族連れが訪れて存の‥一［｜を楽しんでいました。

話遇回也場秘書広報課広報広聴係豊66・1111



箱詰拓也場
心身リフレッシユ
うらら館でハープ教室

　

3月28日、うらら館で「育てて食

べるハープ＆作って体感安眠枕一日

教室」が開催されました。参加者は、

ハープの「スリープピロー」作りを

した後、ハープ料理とラベンダーエ

キスの入っだ露天風呂でリフレッシ

ュしていました。

みんな気になります
介護保険テーマに講演会

　

来年4月から施行される介護保険

法の講演会が3月17日、有終会館

で開催されました。講師は神戸市立

看護大学の岡本祐三教授。制度導入

の背景やサービスの利用までの流れ

などについて、参加者は熱心に聞き

人つていました。

観光の発展にー役
寺町まちづくりの会発足

　

寺町の歴史と景観を生かし、市民

や観光客が心安らぐ空間を創造しよ

うと「寺町まちづくりの会」が結成

され3月12日、設立総会が開かれま

した。寺町通り沿いの寺院も参加し、

地域が一体となったまちづくりが計

画されています。

むらづくりの拠点
医王寺ふれあい会館完成

　

4月4日、医王寺ふれあい会館の落成式が行われま

した。木造平屋建てで約150平米に、総事業費は約

2440万円です。大会議室、小会議室のほか図書室、

調理室を備えており、今後、むらづくり推進の拠点施

設として、親睦や研修などに利用されます。

緊急時に備えて
春季消防訓練を実施

　

市の大火記念日となる4月8日、市役所周辺で春

季消防総合訓練が行われました。訓練には消防署員

と消防団員など約370人が参加。市役所1階から

の出火を想定し、はしご車や救助工作車、県の防災

ヘリも出動、本番さながらに訓練が行われました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

5月

軽
自
動
車
税
の
減
免

市
役
所
税
務
課

　

左
の
表
の
障
害
を
持
つ
人
が
、

仕
事
や
通
院
な
ど
で
軽
自
動
車

（
二
輪
含
む
）
を
使
う
場
合
、
軽

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
八
口
は
減
免
さ

れ
ま
せ
ん
。

▼
市
上
検
証
所
有
者
欄
の
使
用
者
氏

　

名
が
、
該
当
者
本
人
（
1
8
歳
未

　

満
の
場
合
は
生
計
を
同
じ
く
す

　

る
人
の
氏
名
）
に
な
っ
て
い
な

　

い
と
き

▼
す
で
に
、
普
通
自
動
車
税
な
ど

　

の
減
免
を
受
け
て
い
る
と
き

持
参
品
印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・

　

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
福
祉

　

手
帳
・
運
転
免
許
証

申
請
期
限
5
月
2
4
日
⑩

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

税
務
課
収
税
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
4
2
2
）

軽自動車税の減免対象となる障害

身

体

障

害

者

障害の区分 障害の等級

視覚障害 1級～3級、4級の1

聴覚障害 2級、3級

平衡機能障害 3級

汗声機能障害 3級（喉頭摘出によるか1・機能　

障害がある場削こ限る）

上肢不自由 1級、2級の1・2

下肢不自由 1級～6級

体幹機能障害 1級～3級、5級

乳幼児期以前

の非進行性脳

病変による運

動機能障害

上肢

不自由

1級、2級（目l肢の刮こ運

動機能障害がある場合を除く）

移動

機能

1級～6級

心臓機能障害 1級、3級

腎臓機能障害 1級、3級

呼吸器機能障害 1級、3級

膀胱・小腸・直腸機能障害 1級、3級

知的障害者 療育手帳（Λ）

精神障害者 精神障害者福祉手帳1級

※いずれも本人が運転する現今です。生計同・者および常時
介護抒が運転する場aは、対象となる等級が若41異なります。

年
金
の
保
険
料
免
除

　

申
請
は
5
月
C
O
日
ま
で

市
役
所
市
民
謹

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
は
毎
年
手
続
き
が
必
要
で
、

所
得
や
家
族
構
成
、
資
産
の
状
況

な
ど
を
考
慮
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
の
4
月
か
ら
免
除
を
受
け

た
い
人
は
、
5
月
3
1
日
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
免
除
申

請
に
は
、
年
金
手
帳
と
印
鑑
、
学

生
は
在
学
証
明
書
（
コ
ピ
ー
で
も

可
）
が
必
要
で
す
。

　

免
除
期
間
の
年
金
額
は
、
納
め

た
場
合
の
3
分
の
1
と
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
の
で
、
経
済
的
余
裕
が

で
き
た
ら
追
納
し
ま
し
よ
う
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

市
民
課
年
金
係
（
酋
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
4
5
5
）

『
春
の
風
物
詩

七
間
朝
市
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア

七
間
朝
市
振
興
協
議
会

　

山
々
も
新
緑
に
染
ま
り
、
春
本

番
と
な
り
ま
し
た
。
山
菜
や
地
場

産
品
を
中
心
に
、
恒
例
の
山
菜
フ

ー
ド
ピ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

場
所
七
間
通
り

日
時
5
月
8
日
冊
正
午
～
午
後

　

5
時
・
9
日
弁
午
前
7
時
～
正

　

午

内
容
朝
市
の
総
出
店
・
山
菜
即

　

売
コ
ー
ナ
ー
、
朝
市
茶
屋
、
山

　

菜
料
理
教
室
、
山
菜
ク
イ
ズ
コ

　

ー
ナ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
七
間
朝
市
振
興

　

協
議
会
専
務
高
橋
弘
直
さ
ん

　
　

（
容
6
6
・
2
1
8
5
）

高
齢
者
の
運
転
教
室

市
役
所
生
活
環
境
課

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
と
交
通
マ
ナ
ー
向
上
を
目
的

に
、
高
齢
者
安
全
運
転
体
験
教
室

（
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・

ド
ッ
ク
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
は
、
自
動
車
学
校
の
教
習

指
導
員
に
よ
る
指
導
で
す
。

日
時
日
曜
、
祝
日
を
除
く
毎
日

　

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
O
時
2
0

　

分
・
受
講
者
が
5
～
6
人
に
達

　

し
た
時
点
で
随
時
実
施

場
所
大
野
自
動
車
学
校

対
象
普
通
免
許
所
持
者
で
年
齢

　

6
5
歳
以
上
の
市
民

受
講
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6

　

2
）

交通

　

安全

剱
r

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
（
注
）

　
　
　
　
　
　
　

の
役
割

　

交
通
事
故
の
被
害
者
の
人
数

が
最
も
多
い
の
は
「
追
突
」
事

故
で
す
。
こ
の
事
故
で
死
亡
す

る
割
合
は
低
い
も
の
の
、
傷
害

を
受
け
る
人
数
は
多
く
、
そ
の

中
で
最
も
多
い
の
が
頚
部
の
損

傷
、
い
わ
ゆ
る
「
む
ち
打
ち
」

で
す
。

　
　

「
む
ち
打
ち
」
の
原
因
と
な

る
追
突
時
の
首
の
動
き
を
、
頭

を
固
定
す
る
こ
と
に
よ
り
制
限

し
、
頚
部
へ
の
損
傷
を
軽
減
す

る
の
が
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
で
す
。

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
は
一
番
身
近
な

安
全
装
備
と
し
て
、
正
し
い
位

置
に
調
整
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
正
し
い
位
置

　

頭
の
重
心
は
、
横
か
ら
見
た

と
き
、
だ
い
た
い
耳
の
穴
の
あ

た
り
に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
耳
の

穴
と
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
中
心
が
、

水
平
に
な
る
よ
う
に
合
わ
せ
ま

す
。
そ
し
て
、
追
突
を
受
け
た

と
き
背
中
が
伸
び
体
が
浮
き
上

が
る
の
で
、
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
を

そ
こ
か
ら
二
、
三
門
上
に
調
整

し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
調
整
は
決

し
て
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
車

を
運
転
す
る
と
き
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
装
着
と
同
じ
く
、
ヘ
ッ

ド
レ
ス
ト
も
忘
れ
ず
に
調
整
し

ま
し
ょ
う
。

（
注
）
頭
部
後
傾
抑
止
装
置



●INFORMATION

各
種
講
座
の
参
加
募
集

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
講
座
や
教
室

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

趣
味
や
教
養
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
ホ

ー
ム
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座

　

日
時
5
月
3
1
日
四
か
ら
の
隔

　
　

週
月
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～

　
　

（
計
5
回
）

　

講
師
長
谷
川
順
子
さ
ん

受
講
料
2
5
0
0
円

定
員
先
着
2
0
人

準
備
物
裁
縫
用
具
、
裁
ち
ば

　

さ
み
、
は
さ
み
、
の
り
な
ど

◆
近
代
・
現
代
文
学
朗
読
会

　

日
時
6
月
8
日
米
か
ら
毎
月

　
　

第
2
・
第
4
火
曜
日
午
後
7

　
　

時
3
0
分
～

　

定
員
先
着
2
0
人

　

初
回
朗
読
予
定
作
品
夏
目
漱

　
　

石
著
「
こ
こ
ろ
一

◆
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
初
級
教
室

　

日
時
5
月
2
9
日
～
7
月
3
1
日

　
　

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
午
後
7

　
　

時
3
0
分
～
（
計
1
0
回
）

　

講
師
村
端
宏
和
さ
ん

　
　
　
　

西
川
エ
ツ
子
さ
ん

　

受
講
料
1
0
0
0
円

　

対
象
高
校
生
以
上
の
男
女

　

定
員
先
着
2
0
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
容
6
5
・

　

7
2
2
1
）

屋
根
融
雪
装
置
設
置
補
助
金

市
役
所
建
設
課

　

市
で
は
雪
に
強
い
街
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す
る

既
存
の
木
造
住
宅
に
、
県
が
認
定

し
た
屋
根
融
雪
装
置
を
設
置
す
る

人
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
者
に
制
限
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
。

補
助
金
額
設
置
費
用
の
3
分
の

　

1
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
年
間
3
0
件

申
込
期
限
第
1
回
募
集
＝
6
月

　

1
8
日
囮
ま
で
第
2
回
募
集
＝

　

8
月
上
旬
予
定

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

日
時
6
月
2
日
～
8
月
H
日
ま

　

で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
～

　

9
時
（
計
1
0
回
）

対
象
市
内
一
般
の
女
性

定
員
先
着
3
0
人

準
備
物
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服

　

装
、
内
ズ
ッ
ク

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
酋
6
4

　

・
1
3
1
1
）

巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
宰

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

　

手
軽
に
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
巡
回
教
室
を
利
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
日
時
や
会
場
、
種
目
な

ど
の
内
容
が
決
ま
っ
た
ら
、
講
師

を
派
遣
し
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
種
目
や
日
時
、
経

費
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先
市
教
育
委
員
会

　

ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
5
3
2
）

各
種
講
座
の
受
講
生
募
集

職
業
訓
練
セ
ン
ダ
ン

◆
和
裁
講
座

　

日
時
5
月
6
日
～
1
2
月
9
日

　
　

の
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時

　
　

～
3
時
3
0
分

　

定
員
先
着
1
0
名

　

受
講
料
月
1
0
0
0
円

◆
洋
裁
講
座

　

日
時
6
月
3
日
～
1
1
月
1
8
日

　
　

の
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時

　
　

～
3
時
3
0
分

　

定
員
先
着
1
2
名

　

受
講
料
月
1
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
6

　

8
4
0
）

緊
急
求
職
者
支
援
資
金

県
労
政
技
能
課

　

県
で
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
に

対
応
す
る
た
め
、
求
職
中
の
人
を

対
象
に
低
利
の
貸
付
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。

対
象
者
県
内
に
居
住
す
る
求
職

　

中
の
人
（
公
共
職
業
安
定
所
に

　

求
職
票
を
提
出
し
、
求
職
活
動

　

を
し
て
い
る
人
）

使
途
・
限
度
額
技
能
・
資
格
の

　

取
得
、
医
療
資
金
、
教
育
資
金

　

等
生
活
安
定
の
た
め
に
必
要
な

　

資
金
・
5
0
万
円

貸
付
利
率
年
1
．
9
％
（
県
労

　

働
者
信
用
基
金
協
会
の
保
証
料

　

と
し
て
O
・
8
％
の
保
証
料
が

　

必
要
。
状
況
に
よ
り
資
産
証
明

　

の
提
出
あ
り
）

取
扱
い
金
融
機
関
福
井
県
労
働

　

金
庫
の
本
支
店

問
い
合
わ
せ
先
県
商
工
労
働
部

　

労
政
技
能
課
（
a
0
7
7
6
・

　

2
0
．
0
3
8
8
）
労
働
金
庫
大

　

野
支
店
（
豊
6
6
・
2
3
9
8
）

児童手当現況届は6月中、再請求は5月中に

支給の対象3歳未満の児童を養

　

育している人に支給されます。

　

（ただし、所得制限有り）

手当の額（月額）第1子5，0

　

00円、第2子5，000円、

　

第3子以降10，000円

支給の時期請求をした日の属す

　

る月の翌月から開始され、支給

　

事由の消滅した日の属する月分

　

で終わります。支給は、2・6

　

・10月に前月分までが支給

特例給付所得制限により手当を

　

受けられないサラリーマン（厚

　

生年金などに加入している人）

　

は、所得が一定額未満の場合に

　

限り、特例給付（手当額は同じ）

　

が支給されます

児童手当現況届手当を受けてい

　

る人は、毎年6月1日の状況を

　

記載した届と、次の添付書類を

　

6月中に提出しなければなりま

　

せん。提出がないと6月分以降

　

の支給が停止されます

・年金加入証明書受給者が被用

　

者（サラリーマンなど）の場合

・前住所地の所得証明1月1日

　

に市内に住所がなかった場合

★前年に所得超過のため却下とな

った人も、所得の減少や扶養家族

の増加、加入年金の変更などによ

り、再認定されることもあるので、

5月中に再請求をお勧めします。

届け出・問い合わせ先

　

市役所福祉課児童福祉係豊66・1111内線474
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上
若
生
子
集
落
の
写
真

笹
島
國
安
さ
ん
（
春
日
三
丁
目
）

　

春
日
三
丁
目
の
笹
島
國
安
さ
ん
（
五
十
六

歳
）
の
宝
は
、
今
は
真
名
川
ダ
ム
の
底
に
沈

ん
で
い
る
上
若
生
子
集
落
の
全
体
が
写
っ
て

い
る
写
真
で
す
。
こ
の
写
真
は
、
笹
島
さ
ん

本
人
が
撮
っ
た
五
枚
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
組

み
八
口
わ
せ
た
も
の
で
、
集
落
の
様
子
が
細
部

ま
で
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
　

「
私
は
上
若
生
子
の
出
身
で
、
昭
和
三
十

一
「
年
に
中
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
福
井
へ
働

き
に
出
ま
し
た
。
―
、
～
年
後
に
里
帰
り
し

た
と
き
、
中
心
鉱
山
へ
抜
け
る
道
の
途
中
か

ら
、
上
若
生
子
の
集
落
全
体
が
よ
く
見
え
た

の
で
、
い
い
な
と
思
っ
て
何
げ
な
く
撮
っ
た

写
真
で
す
。
撮
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
そ
の
ま

ま
に
し
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、
昭
和
四
十
年

九
月
に
起
き
た
風
水
害
で
、
西
谷
村
と
と
も

に
上
若
生
で
も
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
写

真
を
思
い
出
し
、
大
き
く
伸
ば
し
て
み
ま
し

た
。
同
じ
場
所
か
ら
撮
っ
て
い
た
の
で
、
数

枚
を
組
み
合
わ
せ
て
み
る
と
集
落
の
全
体
が

き
れ
い
に
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
ご
」
れ
は
よ

い
記
録
に
な
る
’
と
大
切
に
残
し
て
き
た
も

の
で
す
」
と
、
写
真
を
見
つ
め
る
笹
島
さ
ん
。

　
　

「
風
水
害
の
後
、
真
名
川
ダ
ム
の
建
設
が

決
ま
り
、
上
若
生
子
が
水
没
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
昭
和
四
ト
四
年
八
月
に
は
解
告

式
が
行
わ
れ
住
民
が
地
区
を
離
れ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
を
見
る
と
、
若
い
こ
ろ
の
こ
と
が

鮮
明
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
当
時
の
風

景
ば
か
り
で
な
く
、
生
活
の
様
子
ま
で
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
集
落
出
身
の
人

も
こ
の
写
真
を
と
て
も
懐
か
し
が
り
、
で
き

れ
ば
焼
き
増
し
を
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
ま

し
た
よ
。
上
若
生
子
全
体
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
写
真
は
少
な
い
と
思
う
の
で
、
ず
っ
と

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笹

島
さ
ん
は
、
と
て
も
懐
か
し
そ
う
で
し
た
。

市民のうごき

4月月｜現flミ 前月比

11t帯数 目．662｜H：帯 山眺帯

人日 40，855入 △51人

内訳
男 19．579人 △33人

反 21．276入 △18人

3申IIの賢動
転入 165人 出生 27人

転出 2口入 死亡 32人

市内の交通事故状況（9ヵ、69）

件数内訳
帽戊目年

3月末

が成10年

3月末
比較

総件数 162件 137件 25件

人

身
今

故

件数 44件 45件 △1件

死晋 O入 O人 O人

傷抒 57人 61人 △4人

物損事故 目8件 92件 26件

表
紙
の
こ
と
ば

　

柿
ケ
嶋
区
を
流
れ
る
旅
塚
川

に
、
約
五
十
匹
の
こ
い
の
ぼ
り

が
元
気
に
泳
い
で
い
ま
す
。
家

庭
に
眠
っ
て
い
る
こ
い
の
ば
り

を
生
か
そ
う
と
、
同
区
の
住
民

で
つ
く
る
「
柿
ヶ
嶋
ふ
れ
あ
い

教
室
」
が
、
毎
年
設
置
し
て
い

る
も
の
で
今
年
で
三
年
目
。
風

薫
る
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
光
景

が
楽
し
め
そ
う
で
す
ね
。

編
集
後
記

　

四
月
は
始
ま
り
の
季
節
で
す
。

入
学
や
進
学
、
就
職
や
転
勤
な

ど
で
、
多
く
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
当
広
報
紙
の
制
作

メ
ン
バ
ー
も
変
わ
り
ま
し
た
。

私
も
四
月
に
新
し
い
ス
タ
ー
ト

を
迎
え
た
一
人
で
す
。
皆
さ
ん

と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
（
養
老
）

風、、見鶏・

　

統
一
地
方
選
挙
の
高

ま
り
が
去
っ
て
、
花
ど

こ
ろ
も
葉
桜
。
市
内
に

い
つ
も
の
静
け
さ
と
落

ち
着
き
が
戻
っ
た
と
こ

ろ
で
、
ド
イ
ツ
の
詩
人

パ
ウ
ル
ー
バ
ル
シ
ュ
が
謳
う
「
艶
な
り
や
、
五

月
た
ち
け
る
」
（
上
田
敏
訳
「
春
」
）
だ
。
時
し

も
盆
地
の
自
然
は
萌
え
る
緑
が
あ
ふ
れ
る
ば
か

り
の
「
艶
」
▼
当
市
の
森
林
面
積
は
四
万
四
九

一
八
ト
で
、
総
面
積
の
約
五
分
の
四
に
及
ぶ
広

さ
。
こ
れ
だ
け
の
緑
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
に
、

あ
る
観
光
客
が
も
ら
し
た
「
木
の
少
な
い
、
さ

み
し
い
マ
チ
で
す
ね
」
が
気
に
な
る
。
街
路
樹

や
並
木
道
、
雑
木
林
な
ど
が
あ
ま
り
見
当
た
ら

な
い
と
聞
い
た
。
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
確
か
に

山
野
は
森
林
で
満
た
さ
れ
て
は
い
る
か
、
町
中

や
近
郊
に
は
緑
木
が
目
に
つ
か
な
い
感
じ
▼
緑

の
皐
月
は
ま
た
春
の
観
光
・
行
楽
シ
ー
ズ
ン
だ
。

と
は
い
え
バ
ブ
ル
期
の
飽
き
と
不
況
の
あ
お
り

で
安
・
近
・
短
と
せ
ち
辛
い
。
一
過
性
の
イ
ベ

ン
ト
や
思
い
つ
き
の
造
り
も
の
な
ど
の
見
せ
か

け
だ
け
で
は
、
も
う
だ
れ
も
訪
れ
は
し
な
い
。

誘
致
策
と
は
？
▼
安
・
近
・
短
の
意
識
転
換
も

一
考
だ
。
経
済
的
意
味
で
な
く
、
あ
か
ま
み
れ

な
利
権
の
お
ご
り
に
反
省
も
こ
め
て
、
例
え
ば

短
時
間
で
も
親
近
感
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
、
と
置

き
換
え
て
み
た
ら
。
飾
り
の
は
で
は
で
し
さ
が

な
い
、
た
た
ず
ま
い
そ
の
ま
ま
の
所
も
魅
力
か

▼
「
旅
人
は
草
を
籍
い
て
長
い
息
を
の
み
込

　
　
　
　

咽
―
一
’
゛
ん
だ
、
－
瞳
は
遠
く
か
ぎ
り
も
な
い
山
脈
が

辛
夷
の
花
の
や
う
に
咲
き
膜
つ
で
い
る
五
月

の
空
の
匂
は
し
い
邦
の
幻
想
へ
と
吸
は
れ

て
ゐ
た
」
と
富
田
砕
花
の
「
五
月
の
歌
」
は
当

市
に
ふ
さ
う
詩
の
よ
う
な
▼
人
に
好
ま
れ
る
の

は
案
外
、
居
ご
こ
ち
の
よ
さ
か
も
。
（
M
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
‐
1
）
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